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［背景・ねらい］ 
 近年、健全種子の供給により、紫斑病の発生は少なくなったが、フタスジヒメハムシ等

による莢の食害や、子実肥大期から収穫期にかけての風雨による腐敗粒の発生が多く、ダ

イズの収量・品質低下の大きな要因となっている。そこで、腐敗粒の発生抑制を目的とし

たフタスジヒメハムシの防除と殺菌剤散布の防除体系を確立する。 
 
［技術の内容・特徴］ 
１．莢を食害するフタスジヒメハムシ第２世代成虫に対する防除効果は、クルーザーＦＳ

30による種子塗沫処理（乾燥種子１㎏に対し原液６ml）を行い、さらに第２世代成虫発
生最盛期前の８月下旬にカルホス粉剤（３㎏／10a）を散布した防除体系が最も高く、腐
敗粒の発生も少ない（図１）。 
２．アミスターフロアブル（2000倍液 150L）の散布時期では、９月下旬（収穫約 20日前）
の散布が最も腐敗粒の発生を抑制し、それより早い散布時期では効果が劣る（図２）。 
３．種子消毒１回＋生育期２回防除（クルーザーＦＳ30 による種子塗沫処理＋フタスジヒ
メハムシ第２世代成虫発生最盛期前の８月下旬にカルホス粉剤散布＋アミスターフロア

ブル 2000倍液の９月下旬散布）によって、腐敗粒の発生を無防除の 10分の１以下に減
らすことができる（図３）。 

 
 
［技術の活用面・留意点］ 
１．クルーザーＦＳ30による種子塗沫処理は、平成 19年３月 31日現在で、ダイズではア
ブラムシ類、タネバエおよびネキリムシ類に登録がある。 
２．クルーザーＦＳ30による種子塗沫処理は、播種 30日前から播種前日に行い、風乾後、
播種期まで紙袋で保存することができる。 
３．自家採種した種子を用いる場合は、紫斑病が発生する恐れがあるので、開花期 20～30
日後に紫斑病の防除を行う。 



［具体的データ］ 
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図１　フタスジヒメハムシの防除と被害
　　　莢及び腐敗粒の発生

4.5

7.2

11.0

16.7

5.1

6.3

8.6

12.9

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

1 2 3 4

被
害
莢
・
腐
敗
粒
率

被害莢率

腐敗粒率

（％）

ｸﾙｰｻﾞｰ

8/24ｶﾙﾎｽ
ｸﾙｰｻﾞｰ

9/7ｶﾙﾎｽ
無処理ｸﾙｰｻﾞｰｸﾙｰｻﾞｰ

8/24ｶﾙﾎｽ
ｸﾙｰｻﾞｰ

8/24ｶﾙﾎｽ
ｸﾙｰｻﾞｰ

9/7ｶﾙﾎｽ
ｸﾙｰｻﾞｰ

9/7ｶﾙﾎｽ
無処理ｸﾙｰｻﾞｰ

図３　ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼの防除＋殺菌剤
　　　 散布体系と腐敗粒の発生
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播種期 ： 2006年6月20日
品種 ： エンレイ
開花期 ： 8月1日
収穫期 ： 10月13日
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ第2世代発生最盛期：8月31日
調査方法 ： 収穫期に各処理区から7株を

採取し、ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼによる
被害莢数、腐敗粒数を調査した

図２　殺菌剤の散布と腐敗粒の発生
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図２　殺菌剤の散布と腐敗粒の発生
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